
ムス リムの 皆様。 イス ラームの 教えは、 命、 
財産、 知識、 純潔、 そして 宗教を、 守られな 
ければ いけない 五つの 基本と 定め、 これらに 
対する 威嚇 や 攻撃に、 現世 および 来世に おけ 
る 罰を 示唆して います。 人間の肉 体と 精神の 
一致、 名誉と 品位、 宗教と 良心の 自由が 守ら 
れる ことを 意味す る これらの 事項は、 今日で 
は 個人の 基本的 権利と して、 そして 自由と し 
て、 憲法に よって 保障され ています。 

私たちの 教えでは、 

1 4 世紀 前から、 不正 
に 人の 命を 奪う こと、 

盗みを 働く こと、 不正 
な 利益を 得る こと、 わ 
いろ、 高利貸し、 買 占 
め、 不義、 誹謗 中傷、 

飲酒、 宗教の 強制を 禁 
止し、 社会に おいて 相 
互の 権利 や 利益が 守ら 
れる という 安定を 生み 
出そうと してきました。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 近年、 「人権」 
という 概念に おいて 語られる 権利 や 自由は、 
イス ラームに おける 「しもべの 権利」 に 相当 
する ものです。 この 概念に おいては 、アツ ラ 
一が 創造され た、 生命 体、 非 生命 体を 問わず 
あらゆる 存在の 権利が 存在し ます。 だから 信 
者は、 同種で ある 被 造 物に 与える 害と 並び、 
自然の 破壊、 動物への 悪い 振る舞い などに お 
いても その 責任が 問われる ことは 明らかです。 
事実、 ハ ディースでは、 一匹の 動物に 対して 
のよ い 行いに よって 天国へ、 また 悪い行いに 
よって 地獄へ 行く 人たち が 語られて います。 
また ある 聖ハ ディースでは 次のように 語られ 
ています。 「誰で あれ、 兄弟の 名誉、 もしく 
は 財産を 不正に 攻撃したなら、 金 や 銀が 存在 


しない 日が 来る 前に、 その 人と 罪の 清算を 行 
ない なさい。 そうでなければ、 もし 人に 善が 
あれば、 彼が 行なった 悪い 行為に 応じて その 
善が 減らされ、 その 相手に 与えられる ことに 
なる。 もし 善がなければ、 その 相手の 罪が、 
その 悪い行いを 行なった 本人に 与えられる こ 
とになる。」 

親愛なる 兄弟 姉妹の 皆様。 今日、 権利と 法 
がよりも とめられる 状態で あるのを 見る につ 

け、 アリです らも 傷っ 
けない という 感覚を ど 
こで 失って しまったの 
か、 自問し なければ な 
りません。 「ムス リム 
とは、 その 手に よって 
も、 その 言葉に よって 
も、 誰も 害を こうむる 
ことのない 人で あ 
る。」 と 定義され た預 
言 者の ウン マと して、 
どこで 過ちを 犯して しまった のか、 共に 考え 
なければ ならない のです。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 人を よりよ くす 
ると いう ことは、 法に 任せられるべき もので 
はありません。 そのためには、 ク ルアー ンの 
導き、 預言者 ムハンマドの 宗教 上 •道徳上の 
お 手本を 礎石と する、 家庭に おける しつけが、 
子供たち、 若者たち に 施される ことが 必要な 
のです。 なぜなら 宗教は、 人を 人と なす 美徳 
の 原理の 集大成 だからです。 

今日の フトバ を、 最初に 読んだ ク ルアー ン 
の 章句の 意味を 読み上げる ことで 締めく くり 
たいと 思います。 「善行を なす 者は 自分を 益 
し、 悪行を なす 者は 自分を 損なう。 あなたが 
たの 主は、 その しもべを 不正に 取り扱われな 
い。」 （フッ スイ ラ 章 第 4 6 節） 
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